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１．はじめに

　外国為替証拠金取引（以下、FX取引）とは、

顧客が取引金額の一部を証拠金としてあらかじめ

業者に預託し、成立した取引の決済を任意の期日

まで延期することができる外国通貨の売買取引で

あり、金融商品取引法に規定された通貨関連デリ

バティブ取引である。

　現在、日本国内のFX取引市場は、東京金融取

引所（商品名「くりっく365」）と店頭取引の２

市場がある。店頭取引の規模は、国内取引所市場

を優に上回り、一般投資家によるFX取引市場と

しては、世界最大の規模（注１）となっており、そ

の動向は国際的な為替相場にも影響を与えてい

る。

　日本においてFX取引は、一般投資家に浸透し

た店頭デリバティブ取引の最初の成功例となっ

た。これまで、デリバティブ取引はリスクが高く、

大衆化には向かないものとして扱われてきたが、

IT技術を支えに、デリバティブ取引を広く一般投

資家に浸透する試みが国内外で活発化している。

　わが国においても、個人投資家によるデリバテ

ィブ取引の利用について、現実に即してそのあり

方を再考し、今後の市場整備に努めていく必要が

　取引が開始され、わずか20年弱の短期間で、デリバティブ取引として一般投資家に浸透し、世界最大級の取
引市場に急成長したわが国の外国為替証拠金取引市場の現状と特徴を、市場規模、取引業者のビジネスモデル、
財務状況、また、投資家の取引手法や損益状況等の項目から解説する。また、わが国において、外国為替証拠金
取引市場とインターバンク外国為替市場が流動性の供給を介して共存している実態についても記述していく。
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